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町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
平
成

年
の
新
春
を
お
迎
え
の

２４

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
行
政
全
般
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、「
ふ
る
さ
と
自
然
体
験
学
校
」
推
進

の
た
め
、
国
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
活
用
し
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
体
制
の
基
盤
整
備
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
県
内

の
行
政
、
賛
同
企
業
団
体
と
農
の
理
想
郷
づ
く
り
を
目
指
す
「
ふ

じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る
邑
づ
く
り
」を
進
め
て
き
ま
し
た
。

む
ら

今
年
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
一
層
推
進
し
、
松
崎
町
の
シ
ン
ボ

ル
テ
ー
マ
と
し
て
き
た
「
花
と
ロ
マ
ン
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
の

集
大
成
と
し
て
、
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
」
へ
の
加
盟
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
連
合
に
加
盟
す
る
た
め

に
は
審
査
が
あ
り
ま
す
が
、
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
光

的
付
加
価
値
を
高
め
、
地
域
資
源
の
保
護
と
地
域
経
済
の
発
展
が

見
込
め
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
何
卒
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

謹謹謹
賀
新
年

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
平
成

年
の
新
春
を
お

２４

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
、
議
会
運
営
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
災
害
に
心
を
痛
め
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
一
日

も
早
い
復
興
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

一
方
、
町
の
状
況
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
統
一

地
方
選
挙
に
よ
り
選
ば
れ
た
新
た
な
町
議
会
議
員

に
よ
り
議
会
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。

新
年
を
迎
え
、
全
議
員
が
議
会
と
し
て
の
役

割
・
職
責
を
再
認
識
し
、
町
民
の
皆
様
か
ら
与
え

ら
れ
た
信
託
と
期
待
に
添
う
べ
く
、
努
力
し
て
参

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
、
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
昨
年
に
も
増

し
て
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
し
、
年
頭
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

謹謹
賀
新

謹
賀
新
年年

松
崎
町
長

齋

藤

文

彦

町
議
会
議
長

斉

藤

重

消
防
団
長

中

村

一

夫

平
成

年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で

２４

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
は
平
素
よ
り
防
火
防
災
へ
の
深
い
ご
理

解
と
、
消
防
団
に
対
す
る
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
町
内
で
は
、
大
き
な
火
災
、

災
害
も
な
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
東
海
地
震
の
切
迫
性
が
叫
ば
れ
て
い
る

こ
の
地
域
で
は
、
３
月

日
に
発
生
し
、
東
北
地
方

１１

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、

他
人
事
で
は
な
く
、
地
震
に
対
す
る
備
え
と
、
消
防

団
員
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
年
と

な
り
ま
し
た
。

我
々
消
防
団
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少
子
高
齢
化

に
よ
る
団
員
の
減
少
な
ど
、
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
町
民
の
負
託
に
こ
た
え
る

消
防
団
づ
く
り
に
精
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
自
主
防
災
組

織
を
中
心
と
し
た
防
火
防
災
対
策
に
努
め
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。



～これからのまちづくりを進めるための指針～

まちの活力づくりについて
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松崎町第５次総合計画策定にあたり実施した

アンケート結果をお知らせします。

町は、平成２５年度から３４年度までの第５次松崎町総合計画

を策定するため、昨年８月に町民１，５００人（無作為抽出）を

対象としたアンケート調査を行いました。この調査は、町民

の生活意識をはじめとするまちづくり全般、町政運営等に対

する評価・意見を把握し、今後の魅力的なまちづくりを進め

るための計画づくりに反映することを目的に実施しました。

主な結果についてお知らせします。

割合（％）回答数項 目

92.4633働き口（職場）の確保

19.4133住環境の整備

19.1131買い物等生活の利便性の向上

割合（％）回答数項 目

45.8314医療費助成などの補助の充実

44.4304子育て支援サービスの充実

25.5175育児休業制度など就業環境の整備

割合（％）回答数項 目

39.3269
生きがいのもてる趣味の場や
職場の整備

38.5264
介護予防・介護保険サービスの
充実

35.9246孤立化を防ぐための体制

●松崎町に若者が定住するために、何が特に重要と考えますか。

●少子化に対応するために、何が特に重要と考えますか。

●高齢者にいきいきと生活してもらえるまちになるために、
何が特に重要と考えますか。

アンケートにご協力いただきありがとうござ

いました。この他の結果は、町のホームペー

ジおよび図書館で閲覧できますのでご覧くだ

さい。

【問合せ】企画観光課（４２）３９６４

※各設問は、複数回答になっています。
※各設問の回答上位を掲載しています。

割合（％）回答数項 目

72.3495災害対策としての防災基盤の整備

50.5346的確な情報提供や緊急時の体制強化

15.3105水道電気などのライフラインの整備

●安全なまちづくりへの取り組みで、何が特に重要と考えますか。

割合（％）回答数項 目

55.8382
町の施策・事業に関する情報を
積極的に公開する

50.7347
町民・地域の意見を聞く機会を
充実させる

22.2152
地域活動団体同士の交流促進や
研修を行う

●町民と行政が協働して新しいまちづくりを進める取り組みで、
何が特に重要と考えますか。

まちの将来像について

割合（％）回答数項 目

47.9328病院など医療機関が充実したまち

39.0267自然が豊かなまち

38.0261観光が盛んなまち

31.4215
福祉（高齢者・障害者など）が
充実したまち

23.1158子育てがしやすいまち

15.8108農林漁業が盛んなまち

11.780学校教育の充実したまち

●今後、松崎町には、どのようなまちになってほしいですか。

回収結果

調査数 1,500件

回収数 685件

回収率 45.7％
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県
内

市
町
、

チ
ー
ム
が
参
加
し
タ

３５

３９

ス
キ
を
つ
な
ぐ
、
第

回
静
岡
県
市
町
対

１２

抗
駅
伝
競
走
大
会
が
、

月
３
日
（
土
）、

１２

静
岡
市
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
ス
タ
ー
ト
直
後
ま
で
雨

が
降
る
悪
天
候
の
中
、
選
手
た
ち
は
練
習

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
昨
年
の
記
録

を
１
分

秒
縮
め
る
好
記
録
で
ゴ
ー
ル
し

２０

ま
し
た
。

結
果
は
、
チ
ー
ム
念
願
の
初
入
賞
と
な

る
町
の
部
６
位
、
第
８
区
を
走
っ
た
高
見

育
美
さ
ん
（
松
崎
中
１
年
）
と
第

区
を

１１

走
っ
た
石
田
和
也
さ
ん
（
東
洋
大
３
年
）

が
、
区
間
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
練
習
か
ら
大
会
当

日
ま
で
、あ
た
た
か
い
応
援
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

祝

町
の
部
６
位
入
賞

第
８
区

高
見
育
美
さ
ん
と

第

区

石
田
和
也
さ
ん
が

11

町
の
部
・
区
間
賞
を
受
賞

スタート

1区⇒2区

2区⇒3区

ゴール 表彰式 松崎町代表チーム

チーム順位
（町の部）

区間順位
（町の部）

記 録距離氏 名区 間

8位08位14分46秒3.974km山本 佳穂ジュニアA（女子）第 １ 区

8位08位06分31秒1.848km青 木 稜小学生（男子）第 ２ 区

9位12位05分50秒1.469km舩津 有里小学生（女子）第 ３ 区

9位07位13分32秒3.549km田中 真沙美一般（女子）第 ４ 区

9位06位19分48秒6.061km舩津 弘貴ジュニアA（男子）第 ５ 区

7位02位14分22秒4.340km佐藤 文彦40歳以上（男女不問）第 ６ 区

7位08位12分42秒3.760km関 俊 也中学生（男子）第 ７ 区

6位01位10分50秒3.020km高見 育美中学生（女子）第 ８ 区

6位03位16分56秒4.670km平野 文珠ジュニアB（女子）第 ９ 区

6位08位14分36秒4.310km石田 達也ジュニアB（男子）第１０区

6位01位15分16秒5.194km石田 和也一般（男子）第１１区

6位2時間25分09秒42.195km総合記録

松崎町チーム 大 会 記 録



第第第2８回 松崎町史跡めぐり駅伝大会
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第2８回 松崎町史跡めぐり駅伝大第2８回 松崎町史跡めぐり駅伝大会会
町内の史跡をめぐり小・中学生４９チームが力走

第

回
史
跡
め
ぐ
り
駅
伝
大
会

２８

が
、

月

日
（
日
）、
松
崎
港
を

１２

１１

ス
タ
ー
ト
、
松
崎
小
学
校
を
ゴ
ー

ル
と
す
る
５
区
間
、
９
・

丼
の

７７

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
大
会
史
上
最
多
と
な

る

チ
ー
ム
（
小
学
生
の
部
に

４９

１２

チ
ー
ム
、
中
学
生
の
部
に

チ
ー

３７

ム
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

選
手
た
ち
は
、
重
文
岩
科
学
校
、

沢
谷
城
跡
な
ど
町
の
歴
史
に
か
か

わ
る
地
点
を
中
継
す
る
コ
ー
ス
で

タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
と

な
り
、
区
間
新
記
録
を
３
人
が
樹

立
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

各部門の優勝チーム

≪小学生男子≫８時だよゴリラ集合！
３８分１５秒

≪小学生女子≫ポラリス２
４４分０７秒

≪中学生男子≫男子バスケ部Ａ
３３分５９秒

≪中学生女子≫陸上部女子
３８分４９秒

記録学 年チーム名氏 名部 門区 間

７分４１秒６年８時だよゴリラ集合！青 木 稜男 子
小学生

第１区
（2,100m）

８分３４秒６年ポ ラ リ ス ２佐 野 春 奈女 子

６分４１秒３年野 球 部 Ａ関 俊 也男 子
中学生

７分１１秒２年陸 上 部 女 子平 野 文 珠女 子

６分４０秒５年のろのろチーム５年山田 恭士朗男 子
小学生

第２区
（1,750m）

８分１９秒６年ポ ラ リ ス ２山 田 陽 菜女 子

５分４３秒３年陸 上 部 男 子 Ａ天 野 潤男 子
中学生

７分１０秒３年女 子 バ ス ケ 部 Ａ渡 邉 圭 子女 子

７分４３秒５年のろのろだんごろむし佐 藤 寿 紀男 子
小学生

第３区
（2,070m）

９分１８秒５年Ｔ Ａ Ｎ Ｒ Ｉ Ｎ ５鈴 木 菜 緒女 子

６分３５秒２年男 子 バ ス ケ 部 Ａ大 場 勇 作男 子
中学生

７分１７秒１年陸 上 部 女 子高 見 育 美女 子

７分１５秒６年ム ッ チ ー ズ松 本 文 典男 子
小学生

第４区
（1,850m）

７分５７秒６年ポ ラ リ ス ２鈴 木 彩 加女 子

６分１９秒２年男 子 バ レ ー 部 Ａ齋藤 真之介男 子
中学生

７分３６秒２年女 子 バ レ ー 部 Ａ佐 藤 朱 莉女 子

７分３７秒５年のろのろチーム５年土 屋 航 平男 子
小学生

第５区
（2,000m）

８分４７秒５年Ｔ Ａ Ｎ Ｒ Ｉ Ｎ ５土屋 あいか女 子

６分５０秒２年男 子 バ レ ー 部 Ａ藤 井 玲 輔男 子
中学生

７分２７秒３年陸 上 部 女 子山 地 玲 子女 子

は区間新記録

区 間 賞
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－

俳

句－

山

本

武

男

小

林

忠

男

小

林

一

男

佐

藤

享

細

矢

金

治

山

本

一

詞

石

田

宏

稲

葉

文

字

依
田
ふ
じ
枝

稲

葉

菊

恵

土
屋
規
矩
子

吉
岡
う
た
子

夏

目

和

子

鈴
木
す
み
江

清

水

高

子

松
田
美
智
子

斎
藤
み
つ
子

人
々
の
家
路
を
急
ぐ
師
走
か
な

小
走
り
に
師
走
の
背
遠
ざ
か
る

そ
び
ら

床
屋
出
て
軽
く
背
伸
び
し
十
二
月

下
戸
な
れ
ど
今
宵
は
酔
は
ん
年
忘
れ

天
城
嶺
の
夕
日
に
照
り
ぬ
雪
迎
え

女
房
と
ワ
イ
ン
注
ぎ
合
ひ
年
忘
れ

極
月
や
伊
豆
の
山
々
色
付
き
て

小
盃
あ
げ
て
も
独
り
年
忘
れ

同
窓
の
な
で
し
こ
三
人
年
忘
れ

年
忘
れ
歌
っ
て
踊
っ
て
茶
碗
酒

虹
の
郷
童
に
か
へ
り
冬
う
ら
ら

遠
き
よ
り
ご
近
所
が
良
し
年
忘
れ

忘
年
や
十
二
束
ね
る
月
刊
誌

年
忘
れ
思
は
ぬ
人
の
隠
し
芸

良
き
事
を
一
つ
想
ふ
て
年
忘
れ

買
物
の
店
に
賛
美
歌
十
二
月

書
込
み
の
多
き
茶
の
間
の
古
暦

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

松松松

崎崎

文文

芸芸

ふるさと納税への
ご協力ありがとう

ございました

昨年に引き続き、伊豆市にある

西伊豆眼科クリニックより、松崎

町から多くの患者さんに来ていた

だいているお礼の気持ちを込めて

２件、１１０万円の納税をしていただ

きました。

○ 大高 功 様（伊豆市在住）
おお たか いさお

金額 １００万円

西伊豆眼科クリニック院長

○ 鄭 守 様（京都市在住）
てい まもる

金額 １０万円

西伊豆眼科クリニック医師

日
本
に
住
む

歳
か
ら

歳
未

２０

６０

満
の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
に
加
入

す
る
と
基
礎
年
金
番
号
が
記
載
さ

れ
た
年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ
、
加

入
記
録
や
保
険
料
の
納
付
状
況
な

ど
が
こ
の
番
号
で
管
理
さ
れ
ま
す
。

年
金
手
帳
は
、
年
金
に
関
す
る

手
続
き
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

学
生
の
方
や
収
入
が
少
な
く
、

国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
と
き
に
は
、
免
除
・
猶
予
制

度
の
申
請
を
お
勧
め
し
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
等
に

在
学
し
て
い
る
学
生
で
、
本
人
の

前
年
所
得
が
１
１
８
万
円
以
下
の

方
が
申
請
で
き
る
制
度
で
す
。

在
学
期
間
中
の
保
険
料
を
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
納
め
る
こ
と
が

で
き
、
承
認
期
間
は
４
月
（
ま
た

は

歳
誕
生
月
）
か
ら
翌
年
３
月

２０
ま
で
で
す
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

歳
未
満
の
方
で
、
就
職
が
困

３０
難
ま
た
は
失
業
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
保
険
料
納
付
が
困
難
な
と
き

に
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

本
人
、
配
偶
者
の
所
得
に
よ
っ

て
審
査
さ
れ
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。
承
認
期
間
は
７

月
（
ま
た
は

歳
誕
生
月
）
か
ら

２０

翌
年
６
月
ま
で
で
す
。

保
険
料
免
除
制
度

所
得
に
応
じ
て
全
額
免
除
、
４

分
の
１
免
除
、
半
額
納
付
、
４
分

の
３
納
付
の
４
段
階
に
分
け
ら
れ
、

承
認
期
間
は
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
と
同
じ
で
す
。

※
納
付
特
例
や
納
付
猶
予
、
免
除

が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
保
険
料

を
納
め
た
場
合
と
違
い
、
将
来
の

受
給
額
が
満
額
に
は
な
ら
な
い
た

め
、
追
納
（
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
）
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
問
合
せ
・
ご
質
問
】

三
島
年
金
事
務
所

０
５
５
（
９
７
３
）
１
４
４
４

健
康
福
祉
課
保
険
年
金
係

０
５
５
８
（
４
２
）
３
９
６
６

免
除
・
猶
予
制
度

国
民
年
金
の

（国民年金は３つのグループがあります。）

第３号
被保険者

第２号
被保険者

第１号
被保険者

被保険者
の種類

第２号被保険者

に扶養されてい

る２０歳以上６０歳

未満の妻（夫）

厚生年金・共済

組合に加入して

いる会社員・公

務員などで７０歳

未満の方

自営業、

農林漁業者、

無職、

学生などの

２０歳以上６0歳

未満の方

対象者

配偶者の勤務先

を通じて

勤務先市区町村の

国民年金

担当窓口

加入
手続き先

個人で納める必

要はありません。

配偶者の加入し

ている年金制度

が負担します。

国民年金保険料

は厚生年金・共

済年金の保険料

に含まれます。

日本年金機構か

ら送付された納

付書または口座

振替

保険料

歳歳歳
か
ら
国
民
年
金
ス
タ
ー
ト
！

20
歳歳
か
ら
国
民
年
金
ス
タ
ー
ト

歳
か
ら
国
民
年
金
ス
タ
ー
ト
！！

2020
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松崎港ポートサポーター認定式

環境センターでは、松崎港の管理者である下
田土木事務所が、同港で美化活動などに取り組
む「松崎ポートクラブ」（端山晋一代表）を県
内で初となるポートサポーターに認定しました。

12/14

松崎中学校「夢ロマンカレンダー」を配布

松崎中学校生徒会が中心となって、毎年製作し
ている「夢ロマンカレンダー」が完成し、生徒
たちは２～３人のグループに分かれ、一人暮らし
のお年寄りや高齢者世帯を訪ね、手渡しました。

77

第

回
し
ず
お
か
市
町
対
抗
駅
伝

１２

月
３
日（
土
）、
静
岡
市
を

１２
舞
台
に
県
内
の
全
市
町
が
参
加

し
、
ふ
る
さ
と
の
誇
り
を
か
け

て
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
第

回
し

１２

ず
お
か
市
町
対
抗
駅
伝
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
県
庁
前
を
一

斉
に
ス
タ
ー
ト
し
、
雨
の
降
る

気
温
の
低
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

の
中
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し

た
。閉

会
式
で
実
行
委
員
の
挨
拶

に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

大
会
は
、
チ
ー
ム
へ
の
参
加

条
件
が
各
市
町
に
居
住
、
ま

た
は
勤
務
し
て
い
る
方
や
出

身
者
に
な
る
た
め
、
当
然
な

が
ら
人
口
の
多
い
市
町
や
企

業
な
ど
が
集
中
し
て
い
る
東

海
道
沿
線
の
チ
ー
ム
が
有
利

に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
人

口
最
少
の
町
が
他
の
強
豪
チ
ー

ム
と
競
い
、
町
の
部
６
位
に

入
賞
す
る
姿
に
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
第
８
区
の
高
見

育
美
さ
ん
、
第

区
の
石
田
和

１１

也
さ
ん
が
町
の
部
区
間
賞
に
輝

い
た
だ
け
で
な
く
、
第
６
区
の

佐
藤
文
彦
さ
ん
が
区
間
２
位
、

第
９
区
の
平
野
文
珠
さ
ん
が
区

間
３
位
と
な
り
、
町
の
底
力
の

強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

代
表
選
手
が
、
こ
う
し
た
大

き
な
舞
台
で
健
闘
で
き
た
の
も
、

平
成

年
か
ら
８
年
間
に
わ
た

１６

り
監
督
を
務
め
て
い
た
だ
い
て

い
る
土
屋
武
彦
さ
ん
の
熱
心
な

指
導
に
よ
る
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。

松
崎
町
選
手
団
の
活
躍
は
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
新
聞
な

ど
を
通
じ
て
応
援
し
て
い
た

町
民
の
皆
様
に
多
く
の
感
動

を
与
え
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

町
の
念
願
だ
っ
た
初
入
賞

を
果
た
し
た
選
手
団
な
ら
び

に
関
係
者
の
方
た
ち
に
深
く

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
次
回

大
会
で
の
さ
ら
な
る
健
闘
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

町長室からこんにちは ◯25

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～
11/29

第１回自然薯品評会

環境センターでは、自然薯の栽培技術や品
質の向上などを目的に自然薯品評会が開催さ
れました。出品された２７点を審査し、金賞に
は山本太美雄さん（峰区）が選ばれました。

12/6
津波対策講演会

環境センターでは、富士常葉大学の阿部郁男
准教授と静岡大学の原田賢治准教授を講師にお
招きし、東日本大震災を踏まえた今後の津波対
策などについて講演が行われました。



芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
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皆
様
は
、
薬
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
。
中
に

は
、
日
常
的
に
高
血
圧
症
・
脂
質
異
常
症
・
糖

尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
で
薬
を
飲
ま
れ
て
い

る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

薬
を
服
用
す
る
上
で
、ま
ず
大
切
な
こ
と
は
、

自
分
が
ど
の
よ
う
な
薬
を
使
っ
て
い
る
の
か
正

し
く
把
握
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
で
き
れ
ば
お

薬
手
帳
な
ど
を
用
意
し
て
、
い
つ
だ
れ
が
見
て

も
わ
か
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
で
、
複
数
の

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き
や
災
害
な
ど
の
緊

急
時
に
も
役
立
ち
ま
す
。

ま
た
、
町
の
特
定
健
診
な
ど
を
行
う
と
、
薬

を
正
し
く
服
用
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
生
活
習

慣
を
全
く
改
善
し
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
た
め

に
、
薬
の
効
果
が
十
分
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
と

思
わ
れ
る
方
が
見
ら
れ
ま
す
。

薬
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
あ
わ
せ
て
生

活
を
改
善
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

た
だ
し
、
薬
は
反
対
か
ら
読
む
と
リ
ス
ク

（
危
険
）
と
も
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
効
果

が
あ
る
一
方
で
、
ま
れ
で
す
が
体
に
よ
く
な
い

影
響
を
与
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
使
用
中
に

異
変
を
感
じ
た
ら
、
自
己
判
断
せ
ず
に
医
療
機

関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

普
段
は
薬
を
あ
ま
り
使
わ
な
い
と
い
う
方
も
、

家
の
救
急
箱
に
あ
る
常
備
薬
に
つ
い
て
、
定
期

的
に
使
用
期
限
を
確
認
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

8

広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

※この欄に掲載を希望されない場合は、お申し出ください。

町の人口と世帯

総人口 ７，８３９人（－７人）

男 ３，７０５人（－３人）

女 ４，１３４人（－４人）

世帯数 ３，１１１戸（－５戸）

転 入 １０人 転 出 １６人

出 生 ７人 死 亡 ８人

（平成２３年１１月３０日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 １件 （－２）

物損事故 ９件 （－４）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 １人 （－２）

薬
を
上
手
に
服
用
し
ま
し
ょ
う

保
健
師
だ
よ
り

二
〇
一
二
年
一
月
一
日
発
行

通
刊

第

五

七

二

号

おくやみ申し上げます（死亡）

姉

妹

都

市

通

信

町 の 交 通 事 故

平成２３年１１月発生分

（ ）内は前年同月比

届出人年齢氏 名地 区

克 已92稲 み よ道 部

シ ゲ 子67土 屋 福 男大 澤

知 也59租 長 達 男江奈４

太 エ 門91川 口 一 子指 川

俊 作92山田つね子江奈２

道 雄80大 石 さ と東 区

保86山 本 玉 枝小杉原

姉

妹

都

市

通

信

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（1111月届出分月届出分））

保護者性別名 前地 区

土 屋 智 揮女紅 華
くれ は

宮 内

小 林 真 輝女優 奈
ゆう な

伏 倉

石田光太郎男涼 晴
りょう せい

指 川

渋 谷 弘 明男宙 良
そ ら

江奈１

窓 橋 博 紀男蓮
れん

江奈２

小 嶋 敦 人男悠 太
ゆう た

北 区

福 本 雅 洋男遼 真
りょう ま

江奈１

おめでとうございます（出生）

帯
広
市
は
今
年
、
晩
成
社
が
入

植
し
て
か
ら
１
３
０
年
、
昭
和
８

年
に
市
制
施
行
さ
れ
て
か
ら

年
８０

の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

今
年
は
、
記
念
式
典
な
ど
開
拓

１
３
０
年
市
制
施
行

年
の
記
念

８０

行
事
が
い
ろ
い
ろ
と
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

広
報
お
び
ひ
ろ
１
月
号
で
も
、

帯
広
市
開
拓
１
３
０
年
市
制
施
行

年
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の

８０広
報
の
製
作
過
程
で
ど
の
よ
う
に

１
３
０
年
を
皆
様
に
お
知
ら
せ
し

よ
う
か
と
考
え
た
と
き
に
、
新
た

な
年
の
幕
開
け
を
表
現
し
よ
う
と

朝
日
の
写
真
撮
影
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
朝
日
の
写
真
は
、
帯
広
市
内

で
一
番
高
い
建
物
で
あ
る
帯
広
市

役
所
の
屋
上
（
地
上

.

２
丿
）

５２

か
ら
撮
影
し
ま
し
た
。

滅
多
に
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き

な
い
市
役
所
の
屋
上
か
ら
見
る
帯

広
の
中
心
市
街
地
の
街
並
み
は
、

ビ
ル
や
店
が
立
ち
並
び
、
道
路
も

東
西
南
北
に
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
、

外
灯
の
灯
り
が
夜
明
け
前
の
街
を

照
ら
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
遠
く
に
見
え
る
地
平

線
か
ら
昇
る
朝
日
が
と
て
も
美
し

く
幻
想
的
で
、
原
野
だ
っ
た
こ
の

地
が
今
の
街
並
み
に
な
る
ま
で
を

思
い
巡
ら
せ
な
が
ら
、シ
ャ
ッ
タ
ー

を
切
り
ま
し
た
。

明
治

（
１
８
８
３
）
年
に
依

１６

田
勉
三
翁
が
率
い
る
晩
成
社
が
、

先
住
民
で
あ
る
ア
イ
ヌ
が
住
む
こ

の
帯
広
の
地
に
開
墾
の
く
わ
を
入

れ
て
か
ら
１
３
０
年
。こ
れ
ま
で
、

先
人
た
ち
が
高
い
理
想
と
情
熱
で

多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
、
東

北
海
道
の
拠
点
都
市
と
し
て
基
盤

を
築
い
て
き
ま
し
た
。

か
つ
て
依
田
勉
三
翁
が
残
し
た

開
拓
の
精
神
は
、今
も
多
く
の
人
々

に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

帯
広
市
か
ら

帯帯
広
市
開
拓
１
３
０

帯
広
市
開
拓
１
３
０
年年

市
制
施

市
制
施
行行

年年
8080
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